

































































53.3％へ，訪日外国人が年間 283 万人から 3,119 万
人へ増加しました．一方，交通事故死は 1万 1,086
人から 3,532 人へ，農業の担い手は 324 万 3,000 人
から 145 万 1,000 人へと減少しております．




42 編，原著論文 141 編（英文 42 含），症例報告論
文 116 編（英文 20 含），国際学会 40 件を含む学会







　米国留学中，Mayo Clinic 胸部外科（Chair, Dr. 
Peter C. Pirolero）における外科的肺切除 113 例（開 
胸手術42例，胸腔鏡手術71例）を検討し，Department 
of Surgical Pathology, Consultant, Dr. Thomas V. 
Colby の指導下で「Pathologic comparison of video-
assisted thoracic surgical lung biopsy with traditional 
open lung biopsy（JTCS 1995）」を執筆しました 

















































り，“ どんな時もあきらめず，前に進め ” といった
気持ちを植え付けられました．
　その 3．IJCO（Int J Clin Oncol）1999 年に掲載




































































































































図 5　 胸腔鏡手術（VATS）は日本で 1994 年に保険適用
となった．
図 4　 胸腔鏡と開胸肺生検の病理組織学的比較検討 
JTCS 1995
図 3　2001 年開院時 呼吸器センター医師 6名
図 2　 昭和大学横浜市北部病院オープニングセレモニー 
























































図 7　 ドックの PET/CT（オプション）で偶然に診断の
機会を得た１例
































　最後に，65 歳の教授定年を迎えて “ サラリーマ
ン川柳 ” からひとこと．1）肺年齢すでに年金もら
えます，2）退職金もらった瞬間妻ドローン，3）デ
ジカメのエサはなんだと孫に聞く，といったことの
ないよう今後も努力したいと思います．
　こうして本日を迎えられましたこと，関係各位に
心より感謝申し上げます．ご清聴ありがとうござい
ました．
○司会　先生，ありがとうございました．記念の楯
を，小川医学部長より贈呈されます．
○小川良雄医学部長　どうもありがとうございまし
た．先生のこの 40 年の医療人の人生は，本当に至
誠一貫を体現されていると思います．今日，コロナ
の関係で，多分学生は，来ていますかね．学生さ
ん，いたら手を挙げてください．いない．いないか
もしれない．これ，先生，プロフェッショナリズム
の講義のところで，絶対，先生いいと思います．ま
た，この後，病院の方の運営もそうですが，学生の
プロフェッショナリズムの教育を体現した先生とし
て，ぜひ彼らを導いて上げてください．ますますこ
れからのご発展をお祈りします．これは 1つの区切
りですから．本当に 40 年間ありがとうございまし
た．先生，ありがとうございました．
（記念品楯贈呈）（花束贈呈）
○司会　以上で 3名の先生方の最終講義は終了とな
りますが，いま一度 3名の先生方に，盛大な拍手を
お願いいたします．
　大変名残惜しいのですが，閉会の挨拶を，小風大
学院医学研究科長よりお願いしたいと思います．小
風先生，よろしくお願いします．
○小風　暁　医学研究科長　瀧本先生，田中先生，
門倉先生，本日は最終講義，ご講演いただきまし
て，まことにありがとうございます．心より御礼申
し上げます．先生方のお話をお伺いして，今，診療
への意欲，また，研究マインドを鼓舞されている先
生方，多くおられると思います．
　助教，講師，准教授，いわゆる若手の先生は，そ
の気持ちを持ち続けて，研究ということで言うと，
英文の原著論文をどんどん発表してもらいたいとい
う風に思いますし．また，教授の先生方におかれま
しては，これまで以上に若手のスタッフが研究をや
りやすい．そういった環境づくり．それをお願いし
たいという風に思います．小口勝司理事長，久光正
学長とも 100 周年，あるいはそれ以降に向けて，研
究に力を入れていくということを表明されておられ
ます．久光先生．それで間違いないですか．で，あ
ります．そのためには，瀧本先生，田中先生，門倉
先生，引き続き，ご指導いただくことが必要かと思
いますので，それも研究科長として，心よりお願い
申し上げて，はなはだ簡単ではございますが，閉会
の辞とさせていただきます．本日は誠にありがとう
ございました．
